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11997711（（昭昭和和 4466 年年））知知事事選選候候補補者者のの経経歴歴とと公公約約 19710318-19N 

候補者 経歴 公約

た が や 真

稔 たがや

しんねん

51 無新

早大法卒、日鉄二瀬鉱業

所入社 炭労法対部長

福岡県議２期 福岡県

職業安定審議会委員

衆院議員７期 社会党

政策審議会長２期 福

岡県原水爆禁止協議会

顧問 嘉穂郡穂波町

私はなによりも、中央のいいなりになり、県民をわすれ

た県政を正しくし、県民みんなで考え、みんな参加する

明るい清潔な民主県政をつくります。私は 70 歳以上老

人の医療無料化、零歳児からのモデル保育所、消費者運

動の育成、日中貿易促進による産業振興、きびしい公害

規制などを行い、これまでの地方自治を大胆にのりこえ

る、70 年代の躍進する県政を、県民とともにつくりだ

します。

亀井光

かめいひかる

62 
無現

東大法卒 労働省労働

基準局長 中労委事務

局長 労働省事務次官

参院議員 1 期 自民党

福岡県連会長 参院石

炭対策特委会理事 参

院自民党国対委員 大

蔵政務次官 知事 福

岡市 当 1 

県民の心を心とし、知事在任４年間の実績を生かし、さ

らに福岡県を明るく豊かにするために①公害と交通事

故の防止②老人の無料医療制度の確立③身障者、母子家

庭、低所得者などの気の毒な県民の福祉の向上④物価の

安定と消費者の保護⑤農林漁業、中小企業の振興⑥産炭

地の振興⑦青年、婦人の活動の助長⑧労働福祉の向上⑨

教育の正常化と振興⑩産業基盤の整備による地域開発、

などを行う。
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11997755（（昭昭和和 5500 年年））知知事事選選候候補補者者のの経経歴歴とと公公約約 19750321N 

候補者 経歴 公約

亀井光

かめいひかる 66
無現

東大法卒 労働省失業

保険課長 労働省労働

基準局長 中労委事務

局長 労働省労政局長

労働省事務次官 参院

議員  大蔵政務次官

九州地方知事会長 日

本教育センター理事長

福岡市中央区天神 当 2

県民のしあわせと福祉を向上させるため、公正な県政をさ

らにすすめる。まず、公害のない快適な生活環境づくりと、

物価の安定につとめる。また、こどもや老人、身体障害者

などに愛の手をさしのべ、県民の福祉の充実をはかる。さ

らに教育環境の整備や教育の正常化でこどもたちの教育

を受ける権利をまもる。このほか、中小企業や農林漁業の

新興と、県民みんなの所得や福祉を向上させ、温かい心が

ふれあう、活気ある郷土づくりをすすめる。

内田しげお

うちだしげお

48 
無新

早大大学院修了 田川

郡町村共立公平委員

北九州市人権擁護委員

カネミ油症事件原告弁

護団団長 県弁護士会

副会長 日本弁護士連

合会理事 北九州商議

高度成長時代は終わった ▽かたよった、汚れきった、企

業選挙の自民党県政を正す▽ 大企業の悪徳商法から県

民を守る消費者保護条例をつくる ▽みせかけの福祉で

なく、本当の福祉を実現する ▽必要なだけの高校を急い

でるくり、行き届いた教育を進める ▽郷土発展の力、農

林業、漁業、中小企業の経営発展と所得の向上につとめる

▽若い力で、平和な公害のない、住みよい郷土をつくる
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所商業活動町政協会長

北九州市門司区丸山

▽地方財源をふやし、住民自治による若々しい県政を築

く。

11997799（（昭昭和和 5544 年年））知知事事選選候候補補者者のの経経歴歴とと公公約約 19790315N 

候補者 経歴 公約

亀井光

かめいひかる

70 
無保現

知事 九州知事会長

日赤県支部長 大蔵政

務次官 参院議員 労

働事務次官 労働省労

政局長 中労委事務局

長 労働省労働基準局

長 同失業保険課長

東大法卒 福岡市中央

区天神 当 3

生きがいのもてる郷土をつくるため、明朗で公正な県政

をすすめる。まず雇用を拡大し勤労者所得を向上させ

る。教育の正常化をすすめこどもたちの教育を守る。県

民の健康づくりと生活環境を整備。生きがいのある生活

が送れるよう恵まれない人たちに愛の手をさしのべる。

不況を克服し、中小企業を安定させる。農林漁業を振興

し、所得の向上をはかる。民主的な労働運動とともに勤

労者福祉を高める。県庁舎を建設し地方自治の充実につ

とめる。

つ ぼ ぬ ま

寿義

つぼぬまひさ

よし

64 
無革新

政策企画研究集団主催

県総務部長 県商工水

産部長 大牟田市助役

同市経済部長 農林省

農業総合研究所積雪地

方支所長 農林省技官

東大農卒 福岡市中央

区大手門

県民福祉の向上につとめ、安心できる医療体制を確立す

る。おちこぼれのない教育を実現し、子供を大切にし、

婦人の社会的地位向上につとめる。失業の不安をなく

し、安心して働ける職場づくりをめざす。一般消費税に

反対し、消費者、生産者、小売業者との結びつきを深め、

物価安定、消費生活の改善につとめる。農林漁業の振興、

発展と、快適な生活と文化環境づくりをめざす。住民自

治を大切にし、住民本位の行財政を確立する。
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11998833（（昭昭和和 5588 年年））知知事事選選候候補補者者のの経経歴歴とと公公約約 19830409N 

候補者 経歴 公約

亀井光

かめいひかる

74 
無保現

知事 九州知事会長

（大蔵政務次官、参院

議員、労働事務次官 、

労働省労政局長、同労

働基準局長、同大臣官

房会計課長）東大卒

福岡市中央区白金 4
（自・民推薦）

21 世紀に生きる子供や孫に「心豊かないきいきしたふ

るさと」を引き継ぐことに精魂を傾注する①教育正常化

をすすめ青少年をすこやかに育てる②文化の香り高い

ふるさとをつくる③婦人の社会参加をすすめ、地位向上

と福祉増進につとめる④お年寄りのふれあいと、心ふれ

あう地域社会づくりをすすめる⑤民主的労働運動をす

すめ、勤労者福祉をたかめる⑥住みよい環境づくりと、

県民の健康を守る⑦産業振興をはかり、雇用拡大につと

める。

奥田八二

おくだはちじ

62 
無革新

九大名誉教授、総合地

域政策懇代表幹事、博

物館建設推進会副会

長、県自治研センター

副理事長（九大教養部

長、同学生部長）九大

卒、福岡市中央区照国

（社・共・革推薦） 

公立高校の新増設、私学助成の拡充によって受験地獄を

緩和、非行のない県を目指す。婦人の登用を進め、台所

の声を県政に反映させるよう努める。保育所の充実と老

人医療費の無料化に努力する。地場・伝統産業には特別

の施策を行い、県産品愛用運動を起こす。旧産炭地の浮

揚を図るため、文化・福祉・健康など 21 世紀を展望し

た新しい地域経済の形成に努める。新しいタイプの「国

立九州博物館」と「子供文化会館」建設運動の先頭に立

つ。
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1987（昭和 62 年）知事選候補者の経歴と公約  19870411N 
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候補者 経歴 公約

田中健蔵

たなかけんぞ

う

64 
無新

東京都生まれ。九大医卒。九大

医学部助教授。教授を経て 50
年医学部長。56 年から 61 年ま

で九大学長。この間、国大協副

会長。大学設置審議会委員など

を務めた。61年9月九大を退職。

住所は福岡市中央区白金 1 丁

目。

（自・公・民・農推）

略

奥田八二

おくだはちじ

66 
無現

兵庫県姫路市生まれ。九大法

卒。25 年九大助教授。39 年か

ら教授。学生部長、評議員な

どを務め、48 年に教養部長に

就任。57 年 12 月九大を退職、

58 年 4 月の県知事選で初当

選。住所は福岡市中央区輝国 2
丁目。

（社・共・連・サ推） 

略



  20/33

1991（平成 03 年）知事選候補者の経歴と公約 19910319N 

候補者 経歴 公約
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11999955（（平平成成 0077 年年））知知事事選選候候補補者者のの経経歴歴とと公公約約 19950408N 

候補者 経歴 公約

麻生渡

あそうわた

る

55 無新

(自・進・社・

さ・公推) 

北九州市戸畑区出身。京大

卒。昭和 38 年通産省入り。

近畿通産局長、商務流通審

議官、特許庁長官を歴任。

平成６年 7 月退官し、平成 7

年３月まで中小企業総合研

究機構顧問。福岡市早良区

百道浜。

県民の暮らしを守り豊かにするため①緊急な水対策と防災対

策②総合福祉対策③快適な生活環境④地方分権と県民主役の

県政⑤雇用拡大⑥技術立県⑦地域経済活性化⑧特色ある農林

水産業⑨産炭地域振興対策⑩県内一時間交通⑪高速交通体系

整備⑫21 世紀への人材育成⑬世界トップレベルの研究開発

⑭文化とスポーツ活動振興⑮女性の社会参画⑯国際空港実現

⑰アジアの情報発信基地⑱アジアとの共生発展をめざします

重富吉之

助しげとみ

きちのすけ

61 無新

筑後市出身。九大卒。昭和

３５年行政管理庁入り。臨

調総務課長、総務庁官房審

議官。平成３年４月の県知

事選に出馬。同年９月の参

院補選で初当選。政治団体

「福岡県民党」代表。福岡

市中央区荒戸。

「県民による県民の県政」の実現により、誇りのもてるふる

さと福岡を実現する。重点公約は①女性副知事の実現②2003

年までに渇水ゼロ体制確立③ゴミリサイクルセンター創設④

「ふるさと創造会議」設置⑤渇水ゼロ・交通事故ゼロ・いじ

めゼロをめざす「ゼロ運動」スタート⑥ボランティア活動セ

ンター創設⑦日本一の商工・農林水産実現のための「J-1 推

進会議」設立⑧社会奉仕される方々の待遇改善

徳川高人

とくがわたか

ひと

34 無新

佐賀県三田川町出身。西南

学院大中退。昭和 57 年、服

飾・食品販売事業を始めた。

平成６年、政治研究所「政

治分析センター2001」を設

私の大好きな福岡県が、楽しく、美しく、気持ちいいエリア

になるようにさまざまな努力をしていきます。重点公約は①

政治家改革による政治改革、そして県民すべてが参加意識を

持つことができる県政の実現②官僚主義の行き詰まりによる

硬直化行政の改革③経済、文化政策のテコ入れによる活力あ
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立、代表委員長に就任。福

岡市中央区荒戸。

るエリアの育成④環境保全と水の安定供給

中村哲郎

なかむらて

つろう

47 諸新

長崎県高島町出身。佐賀大

中退。昭和４９年、労働党

結成に参加。５１年の衆院

選で福岡２区から立候補。

党中央委員会宣伝出版局責

任者。党県書記長を経て平

成６年 12 月から党県委員

長。行橋市金屋。

県民に親しまれた奥田県政を継承・発展させ大都市中

心の開発政策を見直す。重点公約は①福岡・北九州市

集中の道路政策を抑制し、中小都市や各生活圏市町村

を結ぶネットワークづくり②自然体系を破壊する大規

模ダム開発をやめ、人が水に近づくように産業・経済・

人口の分散化政策を進める③大型店の出店を規制、中

小商工業者支援を充実する④中山間地農業や林業への

支援、地域に応じた農業支援策を充実する

平川二男

ひらかわつ

ぎお

73 無新(共
推) 

鹿児島県加世田市出身。旧

大浦高小卒。昭和 30 年、福

建労の前身「福岡市新建築

大工組合」結成に参加。福

建労委員長、県労連初代議

長、全建総連副委員長を歴

任。福建労、全建総連顧問。

福岡市城南区七隈。

県民こそ主人公、憲法を暮らしに生かし、革新県政の

業績を受け継ぎ、福祉優先の福岡県を。第一に「地震

は防げないが震災は防げる」立場で、震度７に対応で

きる街づくり、博多湾人工島や白島石油備蓄基地建設

はやめる。第二に国の悪政から県民を守り、消費税の

増税反対、入院給食費の無料化、コメの輸入自由化反

対、第三は大企業の犠牲から労働者・県民を守る。第

四は軍事基地をなくし、地方自治の原則を確立する。


